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  (２)自動車の多様化 

   ①エネルギー源，動力源の多様化 

     地球温暖化の抑制と脱化石燃料のエネルギー制約から、自動車のエネルギー源として低炭

素なものが求められている。 

     自動車用エネルギーの方向と次世代エネルギー車の種類と特長を以下に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     化石燃料を全く使用しないエネルギーとしては、電気，水素，バイオ燃料が残ることとな

るが、その段階に到るまで多様なエネルギーと技術の組み合わせが考えられる。 

     一方自動車の動力源として、ＨＥＶ，ＰＨＶ，ＥＶ，ＦＣＶなどの電動化が進展している。 

     次世代エネルギー車の種類と特長を以下に示す。（※○をガソリン車として比較） 

 
ＥＶ 

ＰＨＶ 

(ＥＶベース) 

ＰＨＶ 

(ＨＥＶベース) 
ＨＥＶ 

ＦＣＶ 

(燃料電池車) 

ＦＦＶ 

バイオ燃料 

ＣＯ２削減 ◎ ○～◎ ○～◎ ○ ◎ ◎ 

大 気 汚 染 ◎ ○～◎ ○～◎ ○ ◎ ○ 

航 続 距 離 △～× ○ ◎ ◎ ○ ○ 

充 電 時 間 × △ ○ 
◎ 

(不要) 
○ ○ 

専 用 充 電 

イ ン フ ラ 

× 

(要) 

× 

(要) 

○ 

(不要：必要に 

応じて) 

◎ 

(不要) 
△ △ 

コ ス ト △～× △～× ○ ◎ × ○ 

 

ガソリン 
ハイブリッド化 

ＨＥＶ ＰＨＶ 

燃料の多様化 

バイオエタノール 

バイオディーゼル 

ディーゼル 
ハイブリッド化 

ＨＥＶ ＰＨＶ 

低燃費化 
低排出ガス化 

低燃費化 
低排出ガス化 

ＥＶ 

ＦＣＶ 
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   ２）参入カーメーカーの主な開発動向 

カーメーカー 動向 

トヨタ自動車 ・２００２年１２月よりリース販売した「トヨタＦＣＨＶ」は、延べ１８

台、２００５年７月から型式認定を取得した「０５年モデル」は延べ２

１台をリース販売しており、試験車を含めると日米で合わせて６２台の

「ＦＣＨＶ」が実車走行を行っている。 

・２００８年６月には、新設計の「トヨタＦＣスタック」を搭載した「ト

ヨタＦＣＨＶ－ａｄｖ」で型式認定を取得し、同年９月よりリース販売

している。 

・２０１５年の事業化を目標に開発を進めている。 

日産自動車 ・これまでに「Ｘ－ＴＲＡＩＬ ＦＣＶ ０３モデル」を神奈川県，横浜市，

コスモ石油「同０５年モデル」を神奈川県庁と横浜市に、「０５年モデル

のハイヤー仕様車」を神奈川県都市交通に納車しており、日米で２２台

の走行試験を行っている。 

・２００８年８月には、従来の２倍の出力の燃料電池スタックの開発を発

表、同年１２月にはこのスタックを搭載した「Ｘ－ＴＲＡＩＬ ＦＣＶ」

を栃木県日光市にリースしている他、２００９年１１月には、米コカ・

コーラ社に納車している。 

・２０１０年までに性能，耐久性，２０１５年までにコストの課題に見通

しをつけ、２０１５年までに事業化の判断を行う方針としている。 

ホンダ ・これまでに、個人，法人向けを合わせて、米国で２３台、日本で１１台

の計３４台を納入している。 

・「ＦＣＸクラリティ」を２００８年７月に米、１１月に日本でそれぞれリ

ース販売を行い、年間数十台，３年間で２００台程度の販売を予定して

いる（現在日米で約２０台をリース販売）。 

・２０１５年をめどに事業化の判断を行う方針としている。 

ダイムラーＡＧ ・現在ＦＣＶ約６０台，ＦＣバス約４０台の計約１００台の大規模なフリ

ート走行を行っている。 

・２０１０年初めに、初の燃料電池量産車となるメルセデスベンツＢクラ

スＦ－Ｃｅｌｌを導入する計画で、２００９年末より小規模量産を開始

している（初回生産は２００台）。 

・２０１０年初めより欧米に納車開始している。 

ＧＭ ・２００８年より「プロジェクト・ドライブウェイ」と称して米国をはじ

めとする世界の主要都市で燃料電池車を１００台以上走行させる市場テ

ストを行っている。 

フォード ・燃料電池車のフリート走行と同時に商用化に向けた開発を推進している。 



31 
 

 

   ４）その他構成部品 

メーカー名 概要 

愛 三 工 業 低圧水素レギュレーター 

米 ク ア ン タ ム 社 水素タンクバルブ 

ケ ー ヒ ン レギュレーターユニット，パージバルブ，インジェクター 

ＪＦＥコンティナー 電磁バルブ，ノズル，レセプタクル 

新 コ ス モ ス 電 機 高速応答水素センサーモジュール 

住 金 機 工 タンクライナー，弁ユニット 

スウェージロック ７０ＭＰａ高圧タンク用チューブ継手 

ダ イ ン テ ッ ク ソレノイドバルブ 

日 本 特 殊 陶 業 水素センサ 

ネ リ キ 容器元弁，減圧弁，安全弁，弁ユニット 

ハ マ イ レセプタクル，チェックバルブ 

フ ィ ガ ロ 技 研 水素漏減検知ユニット 

フ ジ キ ン 安全弁 

    主な構成部品の開発動向は上表のとおりとなっている。 

    ホンダ「ＦＣＸクラリティ」向けに供給されている構成部品を以下に示す。 

部品 概要 メーカー名 

サイレンサー 水の排出と音の処理を同時に行うシステム ユタカ技研 

インタンクモジュール 
バルブ主弁をタンク内に配置したインタンク構造を

持ちレギュレーターの他、充填・供給システムなど

集約したバルブシステム。 
ハマイ 

ＥＣＵ 
サーバーＥＣＵ，燃料電池ＥＣＵ， 
モータ制御ＥＣＵ，電圧制御ＥＣＵ 

ケーヒン 

水素供給系部品 
レギュレーターユニット 
パージバルブ 
インジェクター 

ケーヒン 

ＤＣ／ＤＣコンバーター 降圧ＤＣ／ＤＣコンバーター 新電元工業 
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  (２)主要構成部品の市場規模推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

     燃料電池車は、主要構成部品の市場規模推移は上記の通りと予測される。 

     帯電にキャパシタを用いると、ＤＣ／ＤＣコンバータは、１２Ｖへ変換するタイプのみで

採用される場合がある他、２０１５年以降ＦＣＶガス型乗用車もしくは、ＦＣＶバスでの

導入が進むかで、水素貯蔵タンクの搭載個数が変わってくるなど、普及初期の展開車種に

よって構成部品の市場規模が増減する要因があるものの、燃料電池車の生産台数に比例し

て推移するものと思われる。 

（単位：セット）

　　　　　年
項目

2006 2007 2008 2009
2010
（見込）

…
2015

（予測）
…

2020
（予測）

50 200 500

4 0 38 30

～ ～ ～

100 500 1,000

50 200 500

4 0 38 30

～ ～ ～

100 500 1,000

50 200 500

4 0 38 30

～ ～ ～

100 500 1,000

50 200 500

4 0 30 30

～ ～ ～

100 500 1,000

100 400 1,000

8 0 60 60

～ ～ ～

200 1,000 2,000

50 200 500

16 0 60 60

～ ～ ～

200 3,000 5,000

ＦＣスタック

モータ

バッテリ

インバータ

ＤＣ／ＤＣ
コンバータ

水素貯蔵
タンク
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   ４）補助電源 

    ①採用動向 

      各カーメーカーの燃料電池車における補助電源の採用動向を以下に示す。 

カーメーカー名 車両 補助電源 電池メーカー 

トヨタ自動車 ＦＣＨＶ－ａｄｖ ニッケル水素電池 パナソニックＥＶエナジー 

日産自動車 
Ｘ－ＴＲＡＩＬ ＦＣＶ 
０５モデル 

リチウムイオン電池 
オートモティブエナジーサ

プライ 

ホンダ ＦＣＸクラリティ リチウムイオン電池 ― 

スズキ ＳＸ４－ＦＣＶ キャパシタ 自社開発 

ダイムラーＡＧ Ｆ－Ｃｅｌｌ リチウムイオン電池 ジョンソンコントロールズ 

フォード フォーカス ニッケル水素電池 三洋電機 

ＧＭ エクイノックス リチウムイオン電池 ＳＡＦＴ 

ＰＳＡ Ｈ２Ｏｒｉｇｈ ニッケル水素電池 ＰＥＶＥ 

 

      燃料電池車は、ハイブリッド化することで車両効率の更なる向上が図れることから、補

助電源上重要な構成部品となっている。 

      ＨＥＶ，ＰＨＥＶ，ＥＶ等に用いられる、ニッケル水素電池，リチウムイオン電池を応

用して採用する場合と、燃料電池車向けにキャパシタを開発して採用する場合がある。 

      都市部の様な低中速走行域でスタックを止める機会が多い場合は、二次電池の方が効率

がよくなり、高速走行域でスタックを止める機会が少ない時は、エネルギー効率のよいキ

ャパシタを使った方が優位となり、走行条件によって異なる。 

      この他、キャパシタを採用するメリットとして、ＦＣスタックの電圧変動に対応して充

放電を行うため、電圧調整のためのコンバーターが不要となり、エネルギー電動効率が高

くなることが挙げられる。 
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    ②提携動向（ＨＥＶ，ＥＶを中心に） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＳＢリモーティブ ＢＭＷ サムスンＳＤＩ 

ボッシュ 

ＥＶ 

60％出資 40％出資 

ＨＥＶ用 
供給 

パナソニック 
ＥＶエナジー トヨタ自動車 パナソニック 

日野自動車 東芝 

ＨＥＶ用 

供給 

供給 

ＶＷ 
供給 

三洋電機 

フォード 

ＨＥＶ用 

供給 

ホンダ 

ＨＥＶ用 

供給 

ブルーエナジー 
（ＨＥＶ） 

ＧＳユアサ 

出資 出資 

リチウムエナジー 
ジャパン（ＥＶ） 三菱自動車 

出資 

供給 

出資 

ＰＳＡ ｼﾞｮﾝｿﾝｺﾝﾄﾛｰﾙｽﾞ 
Ｓａｆｔ 

ＥＶ 

ＨＥＶ用 

ダイムラー 

ｼﾞｮﾝｿﾝｺﾝﾄﾛｰﾙｽﾞ 

Ｓａｆｔ仏 

出資 

出資 

オートモーティブ 
エナジーサプライ 

ＮＥＣ 

ＮＥＣトーキン 

日産自動車 

ルノー 
ＥＶ用 

出資 

出資 

ＬＧ Ｃｈｅｍ 
（韓） 

現代自動車 

ＧＭ 

ＨＥＶ用 

ＥＶ用 

日立 
ビークルエナジー 

日立マクセル 

新神戸電機 

ＡＤ３ 
 Ｓｙｓｔｅｍｓ 

いすゞ 

三菱ふそう 

ＨＥＶ 

ＨＥＶ 

ＨＥＶ 

出資 

出資 

出資 

日立製作所 

クライスラー 

供給 

小型ＥＶ 

スズキ 

ＰＨＶ 

供給 
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 ６．燃料電池車普及のロードマップ 

  ２０１０         ２０１５          ２０２０～ 
 

プレ導入期 

・ＪＨＦＣプロジェクトによ

る実証実験。 
・限定リース販売によるテス

トマーケティングデータ

のフィードバック。 
等を経て、車両の信頼性，

耐久性，適切な価格で導入

が可能となることを検討

し、普及初期に向けた車両

開発へ。 

普及初期 

・導入補助等の施策を利用し

てビジネスモデルとして燃

料電池車市場の本格的な立

ち上げ時期。 
 
・ＦＣ公共バス 
・自治体，企業でＦＣＶの活

用 

 自立初期 

・導入補助等の施策を利用し

て、地方自治体，企業での

導入から一般ユーザーへの

需要拡大期。 
 
・ＦＣバス 
・長距離バス・トラック 
・ＦＣＶの車種の拡大 

  ＜車両コスト＞ 

 

 

 

 

 

    燃料電池普及車のロードマップは上表のとおりで、現在はプレ導入期として実車走行データ

やＣＯ２冷媒エアコン等、コスト面，信頼性，耐久性の検証、先進環境技術の導入等テストマ

ーケティングが行われている。 

    最初のリース販売車両から各カーメーカーは、第二世代の燃料電池車を導入しており、低温

始動性，高温始動性，航続距離等について大幅な改善が行われている。 

    ２０１５年の事業化に向けコスト低減を中心に技術開発を進めており、燃料電池車がビジネ

スとして成り立つための事業化検証を行い、２０１５年頃よりＦＣバスや企業，自治体でのＦ

ＣＶの導入が始まると思われる。 

    この時点では、導入補助等の施策を利用しての市場の立ち上げ期となり、２０２０年以降、

一般ユーザーへの需要拡大により、自立した市場となることが予測される。

 
数億円 
 

数千万円 
 
１千万円 
以下 数百万円 

事業化のメドの 
   ２０１５年には 
     １／１０へ 

量産効果により 
更に１／１０へ 

 
数億円 
 

数千万円 
 
１千万円 
以下 数百万円 

事業化のメドの 
   ２０１５年には 
     １／１０へ 

量産効果により 
更に１／１０へ 

コストは１／１００へ 
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   ④現在稼働している水素ステーション 

    全国で１６ヵ所の水素ステーションの概要を以下に示す。 

名称 所在地 方式 完成時期 備考 

霞が関 東京都千代田区 （移動式） 2002年12月 JHFC第２期で70MPaを増設 

横浜・大黒 横浜市鶴見区 脱硫ガソリン改質 2003年3月 JHFC第２期で70MPaを増設 

横浜・旭 横浜市旭区 ナフサ改質 2003年4月 JHFC第２期で70MPaを増設 

千住 東京都足立区 ＬＰガス改質 2003年5月 JHFC第２期で70MPaを増設 

有明 東京都江東区 液化水素 2003年6月  

川崎 川崎市 メタノール水分解 2003年9月  

市原 千葉県市原市 灯油改質 2004年4月 JHFC第１期の秦野ステーションより移設 

相模原 神奈川県相模原市 
アルカリ水電解 
（移動式） 

2004年5月  

船橋 千葉県船橋市 
天然ガス改質 
（移動式） 

2004年6月 JHFC第１期の青梅ステーションより移設 

日光 日立市 水素カードル 2009年9月  

東邦ガス 
技術研究所 

愛知県東海市 都市ガス改質 2002年  

セントレア 
愛知県常滑市 
（中部国際空港） 

都市ガス改質 2006年7月 JHFC第１期の瀬戸南ステーションより移設 

関西空港 
大阪府泉佐野市 
（関西国際空港） 

液化水素 
（移動式より補給） 

2007年5月  

大阪 大阪市 天然ガス改質 2007年8月  

北九州市 北九州市 コークス炉ガス精製 2009年9月  

九州大学 福岡市 水電解 2009年 2010年より70MPaの実証実験 

 

   ⑤今後の展開動向 

    長距離走行にも適した燃料電池車普及のための水素ハイウェイの構築を目指した取り組み

が今後進展するものと思われる。 

２０１１～２０１５年 ～２０２０年 ～２０３０年 

ポストＪＨＦＣ 
社会実証実験 

普及初期 本格商用期 

ステーション数 
４０ヵ所規模 

ステーション数 

１,０００ヵ所規模 

ステーション数 

５,０００ヵ所規模 

    東京－名古屋－大阪＋福岡北九州圏を結ぶ高速道路沿いのＳＡ毎に水素ステーションを設

置するとともに、県庁所在地に集中配備し「水素ハイウェイ」を構築すると１,１３４箇所と

なる。
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  (３)参入メーカー 

構成部品 参入メーカー 方式等 

改質装置 

三菱ガス化学 
メタノール改質 

住友精化 

三菱化工機 

都市ガス・ＬＰＧ改質 
東京ガスケミカル 

リキットガス 

大阪ガスエンジニアリング 

日本エアリキッド メタノール・ＬＰＧ改質 

コスモエンジニアリング メタノール改質 

バブコック日立 都市ガス・ＬＰＧ改質 

 エア・ウォーター・ハイドロ 
 

蓄圧器 岩谷産業 

圧縮機 

独・ホーファー 

ダイアフラム 
米 ＰＰＩ 

米 フルイトロン 

独 セラ 

日本製鋼所 

ハイブリッド 神戸製鋼所 

サクション互斯機関製作所 

加地テック 

レシプロ 

日立プラントテクノロジー 

ＩＨＩ 

三国重工業 

田辺空気機械製作所 

米 ハスケル 
ブースター 

米 ハイドロパック 

容器タンク 
高圧昭和ボンベ 

スチール製容器 
住金機工 

バルブ 

キッツ 

コントロールバルブ 

チェックバルブ 

手動バルブ    等 

フジキン 

ハマイ 

独 ＷＥＨ 

米 ビューテック 

ノバ・スノス 

米 オートクレーブ 
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